Nihon kindai tanka ni okeru "Fūkei" to iu kī konseputo no saikentō: Maekawa Samio to yamato by モートン  リース
日本近代短歌における〈風景〉というキイ・コンセ
プトの再検討──前川佐美雄と大和






その他のタイトル Nihon kindai tanka ni okeru "Fukei" to iu ki


















































若き日の  When I was small
生
い の ち
命かなしと My life was sad
絵筆もち  With paintbrush in hand
丸き鏡に  Into the round mirror
のぞき入りけり I stared forever
3
　若者にありがちなナルシシズムと、田舎育ちということについての複雑な感情がうかが




日』は、18 歳から 24 歳までに詠んだ歌の中から、佐美雄自身がのこしたいと思う歌を集
めたもので、これが事実上の処女歌集である。生い立ちと故郷奈良への想いを詠んだ歌を
何首か見ていこう。
ふるさとに  Coming back
かへり来たりて To my home village
弟と  With my little brother
夜
よ よ
々は蛙を  Every night listening to the frogs
聞きてねにける We fall asleep
5
玉かぎる  On this
2　 三枝昂之『前川佐美雄』五柳書院、1993 年、18―19 頁。
3　 前川佐美雄『前川佐美雄全集』第 2 巻、砂小屋書房、2002 年、41 頁。
4　 同上、592 頁。





悔多し  I have many regrets
この山裾に  Making my life here








ちの 1926 年から 28 年にかけて詠まれた歌を集めた佐美雄の
最初の歌集で、その疎外感はさらにはっきりと現れている。
何んとこの  Coming home
ふるい都
みやこ
に  To this
かへりきて  Ancient capital
ながい歴史を Days come when I
のろふ日もあり Curse its long history
7
體力の  On afternoons
おとろへきつてる When I am
晝ごろは  Utterly exhausted
日
に ほ ん

























たてまつれる On the holy breast
藤のむらさき Of the Goddess of Mercy











先らを  Musing on my ancestors
遠くしぬぶは From so far away
四
よ も や ま
方山も  Mountains all around
かすみて見えぬ I think of Yamato















10　 『前川佐美雄全集』第 1 巻、89 頁。
11　 同上、297 頁。
12　 佐美雄の第三歌集『大和』（1940 年）では、全部で 550 首あるうち、15 首だけが大和に関するもので






























いにしへの  Around the old ruins
宮址どころ  Left from bygone days
はや夏の  The yellow dragonflies
黄
き ゑ む ば
蜻蛉飛べば Of early summer dart about
青
あ を ゑ む ば




13　 前川佐美雄『大和六百歌』短歌新聞社、1971 年、303―04 頁。











春がすみ  The spring mist
いよよ濃くなる Thickens still more
真晝間の  Right on noon
なにも見えねば Nothing is visible


























15　Biographical Dictionary of Japanese History. Tokyo: Kōdansha, 1978, pp. 60―61.
16　『前川佐美雄全集』第 1 巻、296 頁。『大和六百歌』159 頁。









せ い た か
咤迦童子が詠まれている。制









みつ  In February
夕べにて  The sunset clouds glowing crimson
制
せ い た か
咤迦童子が The youth Cetaka, servant of Boddhisattva Acala










せ い た か
咤迦童子の歌は、『天平雲』の中の「百花」と題される巻末の六首の中の一首である。
この一連の歌の中に、次の二首も並んでいる。
こほろぎの  Guided by
夜
よる
啼くこゑに The voice of the crickets
みちびかれ  Singing in the night
萬
ものみな
象とともに Every one together
疑はず寝
ぬ
る  Falls asleep with no doubts whatever 
22





育を Wisdom of 
受けて来て   The Emperor Taishō
かへりみる今は Looking back
19　 Klaus Antoni. “The ‘Separation of Gods and Buddhas’ at Omiwa Shrine in Meiji Japan.” Japanese 
Journal of Religious Studies 22: 1 (1995), p. 140. この歌は、奈良にある前川家の墓にある歌碑にも刻ま
れているほか、戦前・戦後を通じて何度も編纂された前川選集にも収録されている。清水忠夫『清水
忠夫著作集』第 9 巻、230 頁を参照。
20　 前川佐美雄『大和六百歌』29 頁。『前川佐美雄全集』第 1 巻、378 頁。
21　 三枝『山川佐美雄』219―22 頁。
22　 『前川佐美雄全集』第 1 巻、377 頁。
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せ い た か
咤迦童子の歌について考えてみると、不
空羂索陀羅尼経に書かれている、いたずら小僧のような微笑ましい様相の制






















高円の  Climbing over
山越えて行く Mt. Takamado
かげともの  Accompanied only by my shadow
ぼろぼろの道の On the rock-strewn trail
藤のむらさき How purple the wisteria ! 
26
23　 同上。
24　 Inagaki Hisao, ed. A Dictionary of Japanese Buddhist Terms. Kyoto: Nagata Bunshōdō, 1985, p. 54。




















マッケンジー（Louisa Mackenzie）は 2011 年の著書 The 









高円の  After climbing
山越えて来ぬ Mt. Takamado
田原なる  How deserted is Emperor Kōnin’s Tomb in Tahara 








27　前川佐美雄『前川佐美雄全集』第 2 巻、398 頁。 
28　 前川佐美雄『大和まほろばの記』73 頁。
29　 Louisa Mackenzie. The Poetry of Place: Lyric, Landscape and Ideology in Renaissance France. 





神野山の  Invited to
つつじ祭に  The azalea festival
招
よ
ばれ来て  On Mt. Kōnoyama
のどに花かげに Under the shade of the flowers







夢なるや  Is this dream?
満月照らす  A full moon shining down
猿沢の  On Sarusawa Pond
池に浮かべる And floating on the waters 











もろに   Tucking up
たくしあげて  Their robes
走る僧   Monks running
見ればかの阿
あ し ゅ ら わ う
修羅王  Gazing upon this, I think of
飛び跳
は





陀の   The esoteric Tartar
行法いまし   Ritual is now performed





さかりにて   At its peak
摩
ま か ふ か し ぎ
訶不可思議の  What a phantasmagoric world!







































36　Louisa Mackenzie. The Poetry of Place. p. 24.
37　 Jacqueline Labbe. “At the Intersection of Artifice and Reality.” In Christoph Bode and Jacqueline 
Labbe, eds. Romantic Localities: Europe Writes Place. London: Pickering & Chatto, 2010, pp. 25―26.
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むしろ観光名所の保護者とでもいうべきであろう。
　奈良・大和についての佐美雄の初期の歌集に載る短歌は、故郷に対する居心地の悪さが
感じられる。のどかな田舎から脱出して明るい光に満ちた東京へ行きたいという欲求が読
みとれ、また奈良の地形も、近代的な大都市とは正反対の、シュールリアリスム的な風景
として見たいという欲求もみえる。これらの衝動は、たしかに矛盾しているが、若い歌人
佐美雄が当時考えていたこと、つまり日本の詩歌を改革し、ヨーロッパの前衛モダニスト
詩のように作り替えるためには、改革しながら和歌の伝統（歌枕なども含めて）へ回帰し
なければならない、という考えを正確に反映していると思う。この改革の傾向を佐美雄は、
彼の歌の理論と実践が孕む矛盾を反映したものとして「新古典主義」と呼んだ。
　奈良についての佐美雄の戦後の短歌は、少なくとも題材が奈良の寺や神社に集中してい
るという点では、改革的な要素が減り、古典的になっている。佐美雄の戦時中の短歌は、
日本の伝統を安定させよう、狂信的な排外主義を転覆させようとする意図などから、非常
に複雑なものになっていた。佐美雄の奈良についての短歌の中にこの相反する衝動をつぶ
さにたどってみることは、これからの課題である。ラベの、詩人は地形であるという考え
方は、佐美雄に適用できると思うが、地形の感覚の意味を適切に定義することが必要で、
この小論の範囲を超えるものである。この意味で、他にもこの趣旨に沿う典型的な歌人が
居ないわけではないが、佐美雄の才能は抜きん出ており、風景という概念、風景という詩
の姿なくしては佐美雄の短歌は存在しえない。佐美雄の奈良についての短歌研究の初期段
階である本報告で、このことを少しでも明らかにできれば幸いである。
